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塩
川
小
学
校
は
、
全
校
生
が
３
６
２
名
で
、
１
、
２
年
生
は
生
活
科
で

ア
サ
ガ
オ
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
３
～
６
年
生
は
、
農
業
科
で
カ
ボ
チ
ャ
な
ど

の
野
菜
や
、
稲
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
１
、
２
年
生
の
ア
サ
ガ

オ
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
校
庭
で
一
人
一
鉢
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
達

は
登
校
す
る
と
す
ぐ
に
水
を
や
っ
た
り
、
観
察
し
た
り
大
事
に
育
て
て
い

ま
す
。

　

畑
は
、
中
央
公
園
の
西
側
に
あ
り
、
地
域
の
方
の
畑
を
お
借
り
し
て
い

ま
す
。
３
年
生
が
カ
ボ
チ
ャ
、
４
年
生
が
サ
ツ
マ
イ
モ
、
６
年
生
が
大
豆

を
育
て
て
い
ま
す
。
近
く
に
水
が
な
い
た
め
、
各
学
年
と
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
水
を
入
れ
て
持
っ
て
い
き
、
水
や
り
を
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
な
が

ら
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

田
ん
ぼ
は
、
中
央
公
園
の
東
側
に
あ
り
、
農
業
支
援
員
の
方
か
ら
お
借

り
し
、
５
年
生
が
米
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
５
月
27
日
に

田
植
え
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
定
期
的
に
稲
の
観
察
に
行
き
ま
す
が
、

田
植
え
時
に
は
わ
ず
か
10
㎝
ほ
ど
だ
っ
た
苗
が
80
㎝
以
上
に
伸
び
て
い
る

こ
と
や
、
一
株
３
～
４
本
だ
っ
た
も
の
が
30
本
以
上
に
増
え
て
い
る
の
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
成
長
の
早
さ
に
驚
く
と
と
も
に
、
今
か
ら
秋
の
収

穫
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
科
の
取
組
は
、
農
業
支
援
員
さ
ん
が
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
で
き

る
活
動
で
す
。
本
校
で
は
５
人
の
支
援
員
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
農
業
科
の
学
習
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
は
作
物
の
こ
と
や
栽
培
方
法

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
地
域
の
方
か
ら

学
ぶ
こ
と
は
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

田
植
え
の
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。
あ
る
支
援
員
さ
ん
が
、

植
え
終
え
た
田
を
指
さ
し
な
が
ら
子
ど
も
達
に
語
り
か
け
ま
し
た
。
「
田

植
え
で
大
事
な
の
は
、
少
し
植
え
た
ら
後
ろ
を
振
り
返
る
こ
と
。
人
生
も

同
じ
で
、
何
か
を
し
た
ら
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
振
り
返
る
こ
と
が
大
事
だ
。
」

　

子
ど
も
達
は
、
栽
培
活
動
や
農
業
科
の
学
習
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
で

作
物
を
育
て
る
喜
び
や
苦
労
、
生
産
者
へ
の
感
謝
の
心
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
人
生
の
先
輩
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
生
き
て
い
く
上
で
大

事
な
こ
と
も
学
ん
で
い
ま
す
。

次代を担う子どもたち次代を担う子どもたち
田植えに取り組む「塩川小学校」の児童の皆さん田植えに取り組む「塩川小学校」の児童の皆さん
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書類名 取得方法・場所等 備考

農業委員会長宛の申請書（1 部） ・農業委員会事務局、各総合支所
・市ホームページ

4ha を超える場合は、
県知事宛 2 部作成

事業計画書 ・農業委員会事務局、各総合支所
・市ホームページ

申請地の登記簿謄本（原本） ・福島地方法務局若松支局
・福島地方法務局喜多方出張所

公図（原本） ・福島地方法務局若松支局

転用候補地の位置図と案内図 ・転用候補地を明示した地図を各自
   ご準備ください

・位置図（1/25,000 程度）
・案内図（1/2,000 程度）

土地利用計画図 ・申請者が作成

資金調達の見込みがわかる書面 ・預金通帳の写し（奥書証明）
・融資証明書　等

工事等全ての見積書 ・各工事施工業者

・農地を農地以外（宅地や駐車場等）の用途で利用することです。
・農地転用する際には、農地法第４条（自分の農地を転用する場合）もしくは農地法第５条（買う、
もしくは借り受けた農地を転用する場合）の規定により、農業委員会長（４haを超える場合は福島
県知事）の許可を受ける必要があります。

農 地 転 用 の 概 要

・毎月月末まで ・翌月 10 日頃

・翌月 20 日頃
  総会日が許可の日

・完了後、
   報告書提出

※ 3,000㎡以上の場合は、総会後に県の常設審議委員会の審議を要します。

◎申請に必要な書類一覧と取得方法

○農地転用を計画される際は申請前に必ず農業委員会事務局にご相談ください。
　→申請地が農地転用できない場所であったり、上記以外の書類が必要になる場合がございます。

農業委員会事務局　農地係　　ＴＥＬ ０２４１－２４－５２７３　　ＦＡＸ ０２４１－２５－７０７３

◎農地転用とは◎農地転用とは

◎ 申 請 か ら 転 用 完 了 ま で の 流 れ◎ 申 請 か ら 転 用 完 了 ま で の 流 れ

現地
確認

総会
転用
完了

農業委員会総会の様子農業委員会総会の様子

現地調査の様子現地調査の様子

受付
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␣

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
活

動
を
始
め
、
は
や
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

私
は
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
集

約
化
や
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
な
ど
に
よ
る
農
地
利
用

の
最
適
化
の
推
進
を
図
る
た
め
、
農
業
委

員
と
連
携
し
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
農
地

の
貸
し
借
り
の
相
談
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
う
い
っ
た
活
動
を
し
て
い
く
中
で
、
現
代
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し

さ
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
農
業
人
口
の
減
少
や
生
産
者
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
な
い
田
畑
が

増
え
て
お
り
、
特
に
ほ
場
条
件
の
悪
い
と
こ
ろ
に
荒
れ
た
農
地
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
生
産
性
の
低
さ
や
農
産
物
価
格
の
低
迷
も
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

農
作
業
の
効
率
や
収
益
性
を
考
え
る
と
、
大
規
模
な
農
家
や
法
人
は
、
ほ
場
条
件

が
悪
い
農
地
で
の
耕
作
は
敬
遠
し
が
ち
で
す
。
先
祖
代
々
、
大
切
に
受
け
継
が
れ
て

き
た
田
畑
が
荒
れ
果
て
て
い
く
の
は
し
の
び
難
く
思
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
妙
案

が
な
い
の
が
現
状
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
ベ
テ
ラ
ン
農
家
や
小
・

中
規
模
農
家
が
、
現
状
で
も
豊
富
な
経
験
を
活
か
し
農
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
は
、

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
に
寄
与
し
て
お
り
、
そ
の
意
義
は
大
変
大
き
い
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

反
面
、
耕
作
放
棄
地
や
荒
廃
地
が
増
え
続
け
て
い
る
の
に
、
日
本
国
内
で
コ
メ
が

余
っ
て
い
る
現
実
を
見
る
と
、
農
業
は
何
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
問
い
直
す

べ
き
時
が
来
て
い
る
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
活
動

を
通
じ
、
今
後
も
地
元
農
業
の
継
続
策
を
微
力
な
が
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

（
執
筆
：　

菊
地　

貴　

推
進
委
員
）

　

令
和
２
年
６
月
４
日
、

喜
多
方
市
塩
川
町
中
屋
沢

字
紙
子
で
ケ
ナ
フ
の
播
種

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ケ
ナ
フ
栽
培
事
業
に
つ
い

て
、
地
主
の
林
健
一
郎
さ

ん
に
お
尋
ね
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

林　健一郎さん

▲ケナフ栽培説明会とケナフの様子

問　
ど
う
し
て
ケ
ナ
フ
栽
培
事
業
に
取
り
組
ま
れ
た
の
で
す

か
？

答　
株
式
会
社
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
（
岩
月
町
）
社
長
の
高
久
さ

ん
よ
り
、
ケ
ナ
フ
か
ら
カ
ー
ボ
ン
を
抽
出
す
る
こ
と
を
地
元

の
産
業
と
し
て
確
立
し
た
い
の
で
土
地
を
貸
し
て
い
た
だ
け

ま
せ
ん
か
と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
そ
の
お
話
を
聞
き
、
ケ
ナ
フ
か
ら
カ
ー
ボ
ン
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
に
と
て
も
関
心
を
持
ち
、
こ
れ
は
面
白
い
事

業
だ
な
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
ケ
ナ
フ
か
ら
抽
出
さ
れ
る
カ
ー
ボ
ン
は
、
従

来
の
鉱
物
由
来
カ
ー
ボ
ン
に
比
べ
導
電
性
、
硬
度
強
化
、
耐

摩
耗
性
、
軽
量
化
、
熱
伝
導
性
、
通
電
発
熱
、
難
燃
性
等
の

機
能
向
上
が
期
待
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
高
久
さ
ん
の
人
柄
も
ま
じ
め
で
頑
張
っ
て
い
る
印

象
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
農
地
を
お
貸
し
い
た
し
ま
し
た
。

問　
面
積
と
貸
借
期
間
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答　
面
積
は
、
約
８
反
（
８
，
０
０
０
㎡
）
で
す
。
お
貸

し
し
て
か
ら
５
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

問　
実
際
に
ケ
ナ
フ
栽
培
事
業
に
取
り
組
ま
れ
た
感
想
を

お
願
い
し
ま
す
。

答　
耕
作
を
あ
ま
り
で
き
て
い
な
か
っ
た
農
地
の
有
効
利

用
に
な
り
ま
し
た
し
、
ケ
ナ
フ
の
様
々
な
魅
力
を
知
る
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

問　
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

答　
今
後
は
、
担
い
手
不
足
や
担
い
手
の
高
齢
化
等
に
よ

り
耕
作
が
放
棄
さ
れ
る
農
地
が
増
加
す
る
と
思
う
の
で
、

農
地
の
所
有
者
の
方
に
こ
う
い
っ
た
事
業
も
あ
る
と
い
う

こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

※  

な
お
、
こ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業
と
製
造

業
が
連
携
し
た
新
し
い
産
業
と
い
う
こ
と
で
、
令
和
２
年

２
月
14
日
に
地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
計
画
と
し
て
農
水

省
・
経
産
省
よ
り
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

（
執
筆
：
山
田　

義
人　

農
業
委
員
）

菊地　貴　推進委員
（第 4 区 岩月町担当）

塩
川
町
　
中
屋
沢

耕
作
放
棄
地
を

耕
作
放
棄
地
を

ケ
ナ
フ
で
改
善

ケ
ナ
フ
で
改
善

地地

区区

だだ

よよ

りり
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農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、
豊

子
光
喜
氏
（
第
１
区
旧
喜
多
方
担
当
）

が
令
和
２
年
５
月
７
日
に
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
27
年
１
月
か
ら
農
業
委
員
、

平
成
30
年
１
月
か
ら
は
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
と
し
て
喜
多
方
市
の

農
業
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

な
お
、
農
地
の
相
談
等
は
第
７
区

豊
川
町
担
当
推
進
委
員
（
佐
藤
貴
市

氏
・
佐
原
裕
司
氏
）
が
次
期
改
選
ま

で
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
、
蓮
沼
喜
代
志
氏
（
上

三
宮
町
）
が
令
和
２
年
６
月
末
日
を

も
っ
て
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
辞

任
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
１
月
か
ら
、
農
業
委
員

と
し
て
地
域
農
業
の
振
興
に
寄
与
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 訃 

報

　

農
業
者
年
金
制
度
は
、
農
業
者
の
老
後
に
必
要
な
年
金

給
付
を
お
こ
な
い
、
農
業
者
の
老
後
の
生
活
の
安
定
と
福

祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
年
金
制
度
で
す
。

　

旧
制
度
で
は
、
現
役
世
代
が
受
給
者
を
支
え
る
賦
課
方

式
で
し
た
が
、
新
制
度
に
変
わ
っ
た
現
在
は
、
積
立
方
式

（
確
定
拠
出
型
）
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
納
付
し
た
保
険

料
（
元
本
）
と
運
用
益
に
よ
り
将
来
の
年
金
給
付
額
が
決

定
し
ま
す
。
ま
た
、
年
金
受
給
時
に
、
運
用
成
績
が
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
た
場
合
に
備
え
る
仕
組
み
（
付
利
準
備
金
に

よ
る
補
填
）
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

支
払
う
保
険
料
は
自
分
で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
い
つ
で

も
変
更
が
で
き
ま
す
。
（
通
常
加
入
は
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
ま
で
の
間
で
千
円
単
位
で
変
更
可
能
）

　

さ
ら
に
、
39
歳
ま
で
に
加
入
さ
れ
た
方
で
、
農
業
所
得

が
９
０
０
万
円
以
下
の
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
者
等
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
は
、
保
険
料
の
一
部
に
つ
い
て

国
庫
補
助
が
受
け
ら
れ
る
政
策
支
援
が
あ
り
ま
す
。

　
【
加
入
要
件
】

〇
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
国
民
年
金
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
。
）

〇
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

〇
20
歳
以
上
60
歳
未
満

　

な
お
、
農
業
者
年
金
へ
の
加
入
を
希
望
す
る
方
は
、
農

業
委
員
会
事
務
局
又
は
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 ☆購読しま ☆購読しま
せんか？せんか？

「全国農業新聞」「全国農業新聞」
◎農業に関する情報や地域の話題が満載です。◎農業に関する情報や地域の話題が満載です。

　経営と暮らしに役立つ情報をお伝えします。　経営と暮らしに役立つ情報をお伝えします。

　

令
和
２
年
度
前
期
の
農
業
委
員
会
だ
よ

り
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
全
世
界
で
猛

威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
先
行
き
が
見
え

ず
、
不
安
な
毎
日
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新

し
い
生
活
様
式
を
実
践
し
、
感
染
防
止
に

努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

委
員
長　
　

酒
井　

健
一

副
委
員
長　
　

高
野　

進

委　

員　
　

山
田　

義
人

委　

員　
　

山
口　

孝
信

委　

員　
　

大
津　

康
男

委　

員　
　

京
野　

貞
夫

委　

員　
　

木
村
富
士
男

委　

員　
　

生
江　

弘
康

農業者年金
６つのポイント

農業者の方なら

広く加入できる！

積立方式・確定拠出型

で少子高齢化に強い！

保険料は自分で選べて、

いつでも変更可能！

終身年金で、80 歳前に
亡くなられた場合は、
死亡一時金がある！

税制面の

優遇措置がある！

要件を満たせば、

国庫補助を受けられる！

農
業
者
年
金
で
安
心
！豊

か
な
老
後
を
！

◆ 発　行／毎週金曜日

◆ 購読料／月額７００円

◆ 申込み／農業委員、推進委または農業委員会事務局
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